
東部水再生プラザ高圧電動機等点検業務仕様書 

（令和 6年度） 

 

１ 業務目的 

東部水再生プラザの汚水ポンプ・ブロワ用高圧電動機及び自家用発電機は、施設の運

転にとって重要な設備である。このため、高圧電動機及び自家用発電機の点検を実施し、

今後の適正な整備計画の策定指標として故障を未然に防止するとともに、機器の信頼性

を向上させることを目的とする業務である。 

 

２ 業務場所 

札幌市白石区東米里２１７２－１番地 

札幌市下水道河川局事業推進部 東部水再生プラザ 

 

３ 業務内容 

（１）絶縁診断 

① 診断内容 

・交流電流診断 

  ・誘電正接診断 

  ・部分放電診断 

  ・直流電圧診断 

 上記診断を実施し、良否を判定するものとする。 

（２）ブラシ引揚装置等点検 

① 点検整備内容 

（ア）ブラシ引揚装置（常時接触の場合はブラシ保持器）・集電装置 

・外観目視 

・分解、清掃、再組立（分解はブラシ保持器等点検清掃に必要な部分とする） 

・絶縁抵抗測定（常時接触の場合は不要） 

・動作確認 

・スリップリング状態確認 

・リミットスイッチ状態確認（常時接触の場合は不要） 

・ブラシ残長確認 

・軸受音確認（常時接触の場合は不要） 
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（イ）起動制御器、抵抗器  

・外観目視 

・分解、清掃、再組立（分解は点検清掃に必要な部分とする） 

・リミットスイッチ状態確認（カム方式の場合） 

・接触子の接点状態確認 

・絶縁抵抗測定 

 

４ 業務対象及び数量 

  下表及び別添図面のとおり。 

（１）絶縁診断 

対象機器名 仕   様 数 量 

№2 汚水電動ポンプ用 

高圧電動機 

三相誘導電動機 6600V 370kW 

㈱日立製作所 
1 台 

№1, №2ブロワ用 

高圧電動機 

三相誘導電動機 6600V 290kW 

㈱日立製作所 
2 台 

№1 自家用発電機 
6600V 2500kVA 

東洋電機製造㈱ 
1 台 

合   計 4 台 

（２）ブラシ引揚装置等点検 

対象機器名 仕   様 数 量 

№2 汚水電動ポンプ用 

高圧電動機 

三相誘導電動機 6600V 370kW 

㈱日立製作所 
1 台 

№1, №2ブロワ用 

高圧電動機 

三相誘導電動機 6600V 290kW 

㈱日立製作所 
2 台 

合   計 3 台 

 

５ 留意事項 

（１）本設備の点検業務に当たり、現地施設の現状を十分確認し、点検業務内容に疑義が生じた

場合は、業務主任と十分打合せを行うこと。 

（２）点検は電気充電部分と隣接して作業するため、現場の安全管理を確実に遂行すること。 

（３）点検時において、異常箇所が発見された場合は、速やかに業務主任に報告すること 

 

６ 安全管理 

受託者は、業務従事者の労働安全衛生管理を適切に行わなければならない。また、事

故が発生した場合は、速やかに発注者に報告するものとする。 



７ 環境に配慮した業務履行 

受託者は、受託業務における環境負荷の低減に配慮した履行に努めなければならな

い。特に、次の事項について積極的に取り組まなければならない。 

（１）電気、水道、油、ガス等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

（２）ごみ減量及びリサイクルに努めること。 

（３）両面コピーの徹底やミスコピーを減らすことで、紙の使用量を減らすよう努めるこ

と。 

（４）自動車等を使用する場合は、できるだけ環境負荷の少ない車両を使用し、アイドリン

グストップの実施など環境に配慮した運転を心がけること。 

（５）業務に係る用品等は、極力エコマーク商品等のグリーン仕様品を使用すること。 

（６）環境汚染につながる緊急事態へ備えること。 

（７）業務に関わる従業員に対し、以上の内容について自覚を持つ研修を行うこと。 
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東部処理場　1系池槽現場盤　（初沈1階部分）

新記号 エリア 名　　　称 形状 寸法

J‐LB11 初沈1F 1‐1系初沈汚泥掻寄機盤 ポスト W700XH1050XD400(H1600)

J‐LB12 初沈1F 1‐2系初沈汚泥掻寄機盤 ポスト W700XH1050XD400(H1600)

J‐LB13 初沈1F 1‐1系No.1初沈ｽｶﾑｽｷﾏ盤 ポスト W700XH600XD300(H1600)

J‐LB14 初沈1F 1‐1系No.2初沈ｽｶﾑｽｷﾏ盤 ポスト W700XH600XD300(H1600)

J‐LB15 初沈1F 1‐1系No.3初沈ｽｶﾑｽｷﾏ盤 ポスト W700XH600XD300(H1600)

J‐LB16 初沈1F 1‐2系No.1初沈ｽｶﾑｽｷﾏ盤 ポスト W700XH600XD300(H1600)

J‐LB17 初沈1F 1‐2系No.2初沈ｽｶﾑｽｷﾏ盤 ポスト W700XH600XD300(H1600)

J‐LB18 初沈1F 1‐2系No.3初沈ｽｶﾑｽｷﾏ盤 ポスト W700XH600XD300(H1600)

J‐LB19 初沈1F 1系汚水調整池流入調節弁盤 ポスト W700XH600XD300(H1600)

J‐LB20 初沈1F No.1、2ﾌﾞﾛﾜ盤 自立 W1000XH1950XD400
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A-LB09 反応1F 1系反応ﾀﾝｸ流量計器盤 壁

A-LB10 反応1F 1-1系1槽反応ﾀﾝｸ撹拌装置盤 ポスト W700XH700XD300(H1600)

A-LB12 反応1F 1-2系1槽反応ﾀﾝｸ撹拌装置盤 ポスト W700XH700XD300(H1600)

A-LB14 反応1F 1系反応ﾀﾝｸ流入調節弁盤 ポスト W800XH700XD300(H1600)

A-LB15 反応1F 1-1系1槽反応ﾀﾝｸ風量調節弁盤 ポスト W700XH700XD300(H1600)

A-LB19 反応1F 1-2系1槽反応ﾀﾝｸ風量調節弁盤 ポスト W700XH700XD300(H1600)
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東部水再生プラザ高圧電動機等絶縁診断業務　業務対象（R6年度）　４／４
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   （令和６・８年度共通） 

 
東部水再生プラザ天井クレーン性能検査整備業務仕様書 

                                  
  

１ 業務目的 
当該業務は、下記施設に設置している天井クレーンについて、労働安全衛生法及びクレーン

等安全規則に基づく、検査証の有効期間の更新を行うために、性能検査を受け、これに合格す

るために、必要な整備を行うことを目的とする。 

 
 
２ 業務場所 

東部水再生プラザ（札幌市白石区東米里 2172 番地 1）        
 

３ 業務内容 
   下記に示すクレーンについて、性能検査受験に必要な点検整備及び性能検査立会い、ウエ

イト借用、運搬荷重試験、報告書提出等の業務を行う。 
但し、性能検査は、クレーンの有効期間内に終了すること。 

 
点 検 場 所 定格荷重 吊上荷重 型  式 有効期限 

東部水再生プラザ ポンプ室 7.5t 7.58ｔ ホイスト式天井クレーン R5.3.28 

 
４ 性能検査業務内容 

クレーン等安全規則に基づく年次自主検査を行うことはもとより、各クレーン設備に応じて、

次のうちに該当する点検項目を実施するものとする。なお、作業の詳細については、クレーン

協会発行「天井クレーン月点検業務及び天井クレーン年次点検表」により行うものとする。 

（１）機械関係：ランウェイ、走行ガータ及びサドル、走行レール、横行レール、巻上装置等 

（２）電気関係：電動機、配電盤類、集電装置類、給電ケーブル、操作スイッチ等 

ア ブレーキ点検及び調整 

イ ワイヤの清掃・給油脂、ギアの清掃・給油脂 

ウ 各所給油脂 

エ レール及び各所のボルト増し締め 

オ レール・走行ガータの上面清掃、スパン・レベル測定 

カ クレーン本体ほか清掃 

キ 絶縁抵抗測定等  

ク 状態確認（変形、亀裂、塗装剥離の有無等） 

ケ 定格荷重による荷重試験（運転試験、たわみ試験等） 

 

５ 留意事項 

性能検査に関する手続き及び検査合格に至る一切の責任は、受託者が行うものとする。また、

検査手数料は本業務に含む。 

 

 



６ 環境に配慮した業務履行 

受託者は、受託業務における環境負荷の低減に配慮した履行に努めなければならない。特に、

次の事項について積極的に取り組まなければならない。 

（１）電気、水道、油、ガス等の使用にあたっては、極力節約に努めること。 

（２）ごみ減量及びリサイクルに努めること。 

（３）両面コピーの徹底やミスコピーを減らすことで、紙の使用量を減らすよう努めること。 

（４）自動車等を使用する場合は、できるだけ環境負荷の少ない車両を使用し、アイドリング

ストップの実施など環境に配慮した運転を心がけること。 

（５）業務に係る用品等は、極力エコマーク商品等のグリーン仕様品を使用すること。 

（６）環境汚染につながる緊急事態へ備えること。 

（７）業務に関わる従業員に対し、以上の内容について自覚を持つ研修を行うこと。 



点検対象クレーン設置箇所
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                               （令和 7年度） 

東部水再生プラザ樹脂チェーン等劣化診断業務仕様書 

 
１ 点検目的 

東部水再生プラザの最初沈殿池及び最終沈殿池の汚泥掻寄機チェーン、スプロケット

は樹脂部品で構成されている。これらの樹脂部品は、金属部品とは異なり劣化度が摩耗・

腐食といった目に見える形で現れないため、故障や破損を事前に察知することが困難で

ある。本業務は劣化診断を実施して劣化状況の把握と今後の適正な整備計画の策定指標

とするための業務である。 
    
２ 調査対象プラザ 

東部水再生プラザ（札幌市白石区東米里 2172 番地 1） 
 

３ 診断対象部品及び業務内容 
  本業務内で下記部品の購入、部品の取り外し及び取り付け、破断試験を実施する。 
   

【部品の購入】 
品名 型式 単位 数量 備考 

掻寄チェーン HA200M リンク 12  

駆動チェーン HA44M リンク 3  

 
 
【破断試験実施個所】 

① 最初沈殿池 1-1 系 No.2 メインコレクタ 
 掻寄チェーン 

HA200M ポリアミド/ポリアセタール（左右各 3 リンク）：破断試験 
 

② 最終沈殿池 1-1 系 No.2 メインコレクタ 
掻寄チェーン 
HA200M ポリアミド/ポリアセタール（左右各 3 リンク）：破断試験 
 

③ 最終沈殿池 1-1 系クロスコレクタ 
駆動チェーン 
HA44M ポリアミド/ポリアセタール（3 リンク）：破断試験 
 

※各々の測定・診断の実施方法は、対象機器の製造メーカー（㈱荏原製作所）の定める

項目、方法、基準に準拠するものとする。 
 

４ 劣化診断の実施周期 
実施周期は、３年毎とする。  

 



５ 留意事項 
① 診断の期日は、業務主任と打ち合わせの上、工程表を提出し承諾を得ること。 
② 診断内容については上記３によるが、詳細については業務主任と打ち合わせの上、     

決定すること。 



東部水再生プラザ
樹脂チェーン等劣化診断業務         

初沈コレクター詳細図　　　　　　　 ２

平成30年11月



終沈コレクター詳細図　　   　　

東部水再生プラザ
樹脂チェーン等劣化診断業務           

２

２

平成30年11月


